
北九州市ホームページ  

市政だより
北九州市広報室広報課  〒803-8501 北九州市小倉北区城内1-1  ☎〈093〉582-2236　FAX〈093〉582-2243

 http://www.city.kitakyushu.lg.jp/
編集・発行

No.1265

主
な
内
容

2 0 1 6
平成28年 環境未来都市
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各種申請手続き、市政について
北九州市コールセンター 

☎671-8
ハ イ ハ イ

181 年 中 無 休
8時〜21時

5/ 1
夜間・休日の病気やけがについて
テレフォンセンター 

☎522-9999
家庭の粗大ごみの収集申し込みについて
粗大ごみ受付センター

☎592-5300
http://www.sodai-kitakyushu.net/
ホームページからも申し込み可

日常生活の安全・安心について
安全・安心総合相談ダイヤル

☎582-2428
月〜金曜日（祝・休日は除く）の9時〜16時 

［人口］ （平成28年4月1日現在）
95万6561人
世帯数 42万5727世帯
※この数値は、国勢調査の速報値に基づき	
人口・世帯数を推計したものです。

本紙は古紙パルプを
含む再生紙を使用し
ています。

トピックス　「宅地内水道管の破損・漏水対策（寒波対策）の実施について」など ……… 4
「市政テレビ」「福北連携コーナー」…………………………………………………………… 4
好きっちゃ！ 北九州　ひまわり「弦楽器製作者　白石秀樹さん」など… …………………… 5

※最終ページは若松区の情報

【この特集に関するお問い合わせ】　財政局財政課 ☎582・2002

　
平
成
28
年
度
は
、「
北
九
州
市
ま
ち・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ
き
、

「
地
方
創
生
」の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指

し
た
政
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、平
成
28
年
度
予
算
は
、キ
ャッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を「
未
来
を
拓
く
、ま
ち・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
予
算
」と
し
、次
に
掲
げ

る
4
つ
の
柱
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
1
つ
目
の
柱「
も
の
づ
く
り
、環
境
な
ど

本
市
の
強
み
を
活
か
し
た『
し
ご
と
』を
創

出
」で
は
、本
市
が「
国
家
戦
略
特
区
」に
指

定
さ
れ
た
こ
の
機
会
を
最
大
限
に
活
用
し
、

「
北
九
州
市
新
成
長
戦
略
」を
着
実
か
つ

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
す
る
こ
と
で
、

も
の
づ
く
り
、環
境
な
ど
本
市
の
強
み
を

生
か
し
た
新
た
な
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

2
つ
目
の
柱「
女
性
・
若
者
の
定
着
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
移
住
な
ど
、新
し
い

『
ひ
と
』の
流
れ
を
つ
く
る
」で
は
、北
九

州
市
版
C
C
R
C（
3
ペ
ー
ジ
の
（注）
を
参

照
）等
に
よ
る
移
住
・
定
住
の
促
進
、若
者

の
地
元
就
職
促
進
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
ほ
か
、文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ・
観
光

等
の
面
に
お
い
て
、数
多
く
の
誇
れ
る
地

域
資
源
を
生
か
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
更

に
推
進
し
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　
3
つ
目
の
柱「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る『
ま
ち
』の
実

現
」で
は
、「
子
ど
も・
子
育
て
支
援
新
制

度
」に
基
づ
き
、待
機
児
童
対
策
の
推
進

な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、子
育
て
環
境
の

さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

「
北
九
州
市
教
育
大
綱
」な
ど
に
基
づ
き
、

学
校
、家
庭
、地
域
が
連
携
し
て
、子
ど
も

の
教
育
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　
4
つ
目
の
柱「
健
康
で
活
き
活
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る『
ま
ち
』の
実
現
」で
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
、地

域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
高
齢
者
政
策
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、「
北

九
州
市
安
全
・
安
心
条
例
」に
基
づ
く
防

犯
対
策
や
、浸
水
対
策
な
ど
の
防
災
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

　
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源

が
限
ら
れ
る
中
、よ
り
一
層
の
事
業
の
選
択

と
集
中
を
図
る
と
と
も
に
、不
断
の
行
財

政
改
革
を
行
い
、今
後
も
安
定
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、未
来
を
開
く
新
た

な
政
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
を
拓
く
、ま
ち
・ひ
と
・

し
ご
と
創
生
予
算

特
集
　
平
成
28
年
度
予
算

　
平
成
28
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。予
算
と
は
、市
の
1
年
間
に
係
る
収
入
と

支
出
に
つ
い
て
の
見
積
も
り
で
す
。今
回
は
、こ
の
平
成
28
年
度
予
算
の
う
ち
、市
の

基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
一
般
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

会計名 予 算 額 前年度比

一般
会計 5514億5400万円 ▲6.1%

特別
会計 5696億2100万円 ▲15.6%

企業
会計 1239億8900万円 +0.5%

合計 1兆2450億6400万円 ▲10.1%

▲北橋健治市長

■予算の規模
　一般会計予算額は、前年度あった「第
三セクター等改革推進債（三セク債）※」の
活用に係る経費がなくなるため、前年度
に比べ358億円の減額となっています。
なお、前年度予算額から三セク債活用
の影響（414億円）を特殊要因として除
くと、予算規模は前年度と比べ56億円
（+1.0%）の増額となり、実質的には3年
連続のプラス予算となっています。
■歳入の特徴
　市税収入は、個人市民税や固定資産
税などに増収が見込まれることから、市
税全体では前年度に比べて7億円の増
額となっています。また市債について、前
年度は三セク債の発行があったことから、
392億円の減額となっています。
■歳出の特徴　
　「北九州市行財政改革大綱」などに基
づく収支改善に取り組みました。そこで
捻出した財源を上記に掲げた「4つの柱」
に重点的に配分するとともに、増大する
福祉・医療関係経費などにも活用して、本
市の将来の発展や喫緊の課題へ的確に
対応していきます。
※地方公共団体が公営企業等の抜本的な改革を集中的に行うことができるよう、その法的
整理等に伴う経費などに対して発行できる特別な地方債

＊地方消費税交付金のうち、消費税率の引き上げ分71億円については、保健福祉費と
子ども家庭費に係る社会保障施策に要する経費の財源として活用しています。

平成28年度一般会計当初予算

未
来
を
拓
く
、ま
ち
・ひ
と
・

し
ご
と
創
生
予
算

会計別予算額

歳入総額
5515
（5873）歳出総額

5515
（5873）

歳出総額
5515
（5873）

市税
1574（1567）

人件費
648（658）

義務的
経費

2690
（2627）

投資的経費
691（651）

その他…
の経費
2134
（2595）

扶助費
1359
（1310）

公債費
683（659）普通建設事業費

691（651）

貸付金
706
（766）

物件費
553（545）

繰出金…477（881）

補助費等…287（297）

その他（維持補修費等）
111（106）

保健福祉費
1571（1525）

産業経済費
793（864）

子ども家庭費
629（627）

環境費166（168）
消防費117（118）
建築行政費91（109）

港湾費63（465）

土木費
437（427）

総務費
500（415）

教育費294（315）

その他
48（55）

諸支出金
806（785）

市債
646（1038）

地方交付税
470（445）

県支出金…254（262）
地方消費税交付金＊172（179）

使用料及び手数料…169（169）
繰入金…135（113）

その他
174（162）

軽油引取税交付金…64（67）

国庫支出金
979（963）諸収入

878（908）

歳出―性質別

歳出―目的別

⎡単位：億円	 ⎤	
⎜	 ⎜
⎣（　）内は平成27年度予算額	⎦

歳入

█ 保健福祉費
福祉・健康・医療の充実
█ 諸支出金
市債の返済など
█ 産業経済費
産業学術・観光振興
█ 子ども家庭費
子育て支援
█ 総務費
行政運営、市民活動支援、 
文化振興
█ 土木費
道路・河川・公園などの整備

█ 教育費
学校教育・生涯学習
█ 環境費
ごみ処理、低炭素社会づくり
█ 消防費
消防・救急活動
█ 建築行政費
住宅の整備
█ 港湾費
岸壁の整備など
█ その他
農業・林業の振興など


